
（参考） 

 

リン酸オセルタミビルの服用後に死亡した１７歳以上の成人症例 

（平成 1８年７月１日～１０月３１日） 

 

この事例は、リン酸オセルタミビルとの因果関係が否定できないとされた。 

 

No. 年代/性別 報告年 事象 １日用量/投与

（処方）期間 

併用薬 

劇症肝炎 アセトアミノフェン 1 50 代/男性 2006 年 

 

150 mg/5 日間 

ベシル酸アムロジピン 

オルメサルタンメドキソミル 

アトルバスタチンカルシウム 

グリメピリド 

ファモチジン 

発熱、悪寒、関節痛があり、リン酸オセルタミビル 150 mg/日を服用開始（併用薬は上記のとおり）。服用開始か

ら 4日後、インフルエンザ軽快・回復し、その翌日の朝に服用終了。服用終了 2 日後、全身倦怠感が認められ、

服用終了 8日後、急性肝炎と診断され、入院。入院後、劇症肝炎と診断され、人工透析を開始したが、呼吸状態

が悪化して人工呼吸器管理となり、入院から 20 日後死亡。 

 
（注）平成 18 年 6 月 30 日までの死亡事例については、厚生労働省ホームページ

（http://www.mhlw.go.jp/shingi/2006/01/s0127-9.html）をご参照ください。 


